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国土地理院の採用活動

デジタル／工学／数理科学・物理・地球科学／化学・生物・薬学
農業科学・水産／農業農村工学／森林・自然環境

デジタル・電気・電子／機械／土木／建築／物理／化学／農学
農業農村工学／林学

行政　関東甲信越地域／教養　関東甲信越地域

区 分

採用年度

令和６年度

令和7年度

令和8年度

4名（3：1）

3名（1：2）

3名（2：1）

14名（7：7）

18名（12：6）

15名（9：6）

5名（4：1）

3名（2：1）

3名（2：1）

23名（14：9）

24名（15：9）

21名（13：8）

技 官 事務官
合 計

2026年4月現在　（ 　）は男女比

総合職
（院卒・大卒）

一般職
（大卒）

一般職
（大卒：行政・教養）

（
院
卒
・
大
卒
）

総
合
職

一般
職（
大
卒
）

説明会やインターンでもらった資料やHPの内容
を読んでいた。また履歴書に書いた内容につい
て、なぜそう考えるのかをひたすら書き出した。

官庁訪問が始まると、連日面接をすることにな
るため、もっと前から準備をしておくべきだった
と感じた。自分の考えを伝えようと必死に話す
よりも、「素直に話す・聞く」ができた時の方が
面接官に伝わったと感じた。

地図と測量の科学館に足を運んで、業務内容に
ついて勉強しました。また、国土地理院公式ＳＮ
Ｓを見るようにしていました。

終始和やかな雰囲気で、とても話しやすかった
です。和やかすぎて逆にどこを見られているの
かよくわかりませんでした。

インターンシップの参加、オンライン業務説明
会には参加できる限り全て行きました。1年以
上かけて地理院の仕事、測量業界の理解、地理
院への志望動機はできていたので直前で準備
することはほとんどありませんでした。

こちらが緊張しないような雰囲気を作り出して
くれていました。突っ込まれた質問もなく、自然
体で話せたと思います。

「どうして国土地理院を志望したのか」、「なぜ国
土地理院でなければいけないのか」という質問に
答えることができるよう対策していた。国土地理
院のホームページで業務内容を確認し、面接で何
を聞かれても焦らないように対策した。

オンライン面接と対面での面接があったが、いず
れも時間が短く感じた。志望動機は確実に言える
よう対策していたため、最初でうまく流れに乗れ
ることができたように感じた。

ホームページで業務内容を確認した。/全部で
20～30個程度質問を考え、誰よりも官庁を深
く知る姿勢を持って官庁訪問に臨んだ。

言いたいことは全て答えられたと感じてはいま
したが、正直もっと良い言い方があったんじゃ
ないかと帰りのバス内で一人落ち込んでいた。

ホームページ等で書かれている業務内容を読み
込んだ。また、内容がわからなくても、自分なり
にどう理解しているのかを伝えられるようにし
ていた。

人事院面接のときよりも人柄や、志望度を重視
しているような印象を受けた。
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